

















村である.固有林は 288.8町歩，約7μ で，字7K林にー園地としてあり， J:曾戸禁止の制を巌守している
水林部落の7戸8世帯に優先的にその賢葉樹を払下げている. もともと此の水林国有林は小滝村持山で











ザ¥ザ|部落有|社寺有 私 有 計
普通施業地 2'60.70 13.90 1115.38 3289.98 
施業i制限地 19.11 0.70 2.14 21.95 
除 主也 407.59 0.13 53.79 461.51 










部市\作紫12'd~"，，，，"，，+I"''''=!ól:""i+1 ;4 ぽ¥級別|全伐喬林|皆伐協木| 計 |備 考
， 89.44 664.09 853.53 
248.33 410.08 658.4 ， 
27.78 215.82 243.60 
(太筋を部含庭山落む分士20.97 384.19 40ぢ.16
486.52 1674.18 2160.70 





小滝 1 180.171 1.21 3.世 1 185，031 
元荻 98.841 1.851 3.541 104.231 
下荻 62.771 5.891 -1 68.661 
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たが，現在は全部立林になっている. その代り 1戸当り24年 3，000円， 25年 2，500円， 26年 2，000円を
各戸に配当している.又立林を伐採した者に対しては罰として配当を停止する.但し雑木林以外の雑木
は採草地でも杉林に於てでも，寺'f(，主らぼ誰が伐つでもよしかやの実， はしぼみ又同様である. 次に雑




あれば， その杉を抵当にする方法も取る.入札は 9月のみでなく 5月にも夏山のために行い，大体10人
ばかりで落札し，次いで秋冬山の烏には旧盆すぎの9月頃に行い，大休30人ばかりで落札するが，夏冬
通しで焼くのは 2-3人である.以上は所謂茨山の入札であるが，薪山も矢張り入札によって払下げら




i 波山~Jlj子で了一一備 考 i山代| 備








伶， 20年以降の茨山代金を見ると，言えの如き推移を辿っている..20年9月， 4750円50銭.21年 5月，
6280同， 21年9月， 5，9682円. 22年9月， 15，8850用. 23年9月， G5，7250円， 24年9月， 45，7850円. 2]年
9月以降は大低 5，-.，6ケ所の払下げとなっていた.此等は炭山入札簿及び薪山入札簿で整理される.
4.杉林:杉林には区直営の杉林と，部落民が区有地の使用機を得た所に植林したものとの2種類が
ある.区直営の杉林は立木払下をするが， 25年4月5日には 44，7000円 (手金4，5000円当日受取) 3件
の払下があり， 9月15日には 2件， 18，2000円. 26年 3月30日には 3件 756本の杉立木が57，800Q円(手
附金5，7800同)で払下げられている.区の直営地は 3ケ所ばかりで， 白鷹山10町4反p 東川前，西川前





























ぬとしてもせり落す時に落葉松な 約 1反 700 三枚手 全額本日受取，旧所有書が落札
R 
1/ 1/ 2700 同 上 手金1000円， I日立木所有者らよいかも知れぬというような土
7500 ヵνパ沢1/ 1/ 
地は，杉の適地に較べて安く，距
1/ 1/ 9600 東長原|鞄叫
離，傾斜も当然考慮されてせりが




月19日の入札は 16，6750同で，当日の入金 (26年)は 3，8540円で40ヶ所。せりが行われた.落札代金は
普通2期に分納される.小額のものは勿論当日査部入金するが，第1回は落札当日で2割の手金を納め
第2回は残金を大体9月末までに納める事になっている.26年の場合は区直営地を除いた区域が約3町
5反5畝で，其の落札慣額が 15，8750円であるから 1反歩卒均が4500同見当となる.4， 5の例を共に
あげる(第6表).
後藤某 第7表個人J.JU杉台帳
字 漆 保 J直 F付 言日





f西 嘉重 ~t 虎吉
字 西 山 1植 付| F付 言日












小学 |:本数 2 8 本|間伐噛 l 茶
第 22号 |植付月日明治B年l種類及理由|小杉売買
税 額 30銭 |価額 10円 1b利氏雲| 某
領牧年月日昭和年月日!備 考!
字|→ It::"t-~~ II.-^.''V 所有宥 | i十紬?円十|義務者氏名| 何 某小字 i本数 1 2 0本 I "'" 'J7.1-1Ol 
第1η号~第1叫 !植付月日 |種類及理由|間伐伐採
税額一金800円 [価 額 8
領牧年月日 H昭百和年月日|備 考(
;字 [:;15本 l明氏名 何 茶
第付号士 一|植付月日明治31引種類及醐|主伐伐採





















































助 3.5 報部1其{也 5.5 
用料の配分に与かるだけの階居との分離
教育 14.2 公 課 3.2 
が此によって助長されるかも知れない.
言十 90.7 小 計 9.3 

















1) 山形勝国有林野経営協議会(1951):山形腕農山村実態調査報告書(其の 1) 
2) 沢同和博 (1951):山形燃に於ける薪茨林の経営(林政学研究室速報第 1号)
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1. 1もissaid tha七ぬetenant forestry a七Kotakihas begun af七日rthe Russo-Japanese iVar. 
2. The contributions of the communal fo目的 tosocial and economic life are fully appreciated 
抗 ~{o七日ki， and七besyseel11 of tenant forest1'Y a七七hereis well 11叩 aged.
3. Profiむf1'ol11the fo1'es七landofぬecOl11muni七ya1'e contrihuting much of economic benefit 
in the forl11 of the dec1'ease in direct charges at 1王otaki.
4. The analysis of profit from白日 foresむlandof the coml11ullity should be followed on this 
research. 
Oノールウエーに於lする森林火災保険
Jul ils Nygaard : Forest Fire InslIranca in Norway 
(.Journ. Forestry 49-5: 337-8， 1 同1)
ノールウェーに於ける森林火災保険問題ば，ほぼ満
足ナベケ!伏態に於て解決せられている.これはノール
ウェー国民の林業に対ナる関心が極めて大なることに
帰因せられよう.合理的な伐採法並に更新法l士会国到
る処で採用せられて腐り，特に1898年のノールウェ-
~~\業協会創立以来紹えずなされて~た林業経営組織の
改善に対ナる努力は著しいものがある.
しかしノー ルウエ{の林業家ば森;j;;f¥生差力の増加や
がfしい森林資源の培養のみを以て事足れりとせず，森
林の実有価椅が保護の紋除によって減少することがあ
って1tいけないこと及び森林火災発生の場合その損害
が個々の森林所有者の全面的負担となることがあって
はいけないことに注目し始めた.
充分に研究調査がなされた後森林火災保険計画が作
成された. 1911年11月大多数の私有林所有者l二よって
該計画が承認せられ，保険金額総計が 3，000万ノール
ウエ{グローネ(当時約800万ドル)に遣した時保険
団体を設立ずることが定められた.まもなくこの金額
目標は主主せられて1912年2月ノールウエ・ー相互森林火
災保険会粧が創設せられた.これば相互保険会社の一
極であって森材場f有者ば所有規模の如何を問はず、加入
資格を与えられた.
相互保険会枇にあっては所謂株主なるものは存在せ
ず，あらゆる剰余所得は予備基金に繰入れられる.か
かる予備基金ば保険料の減額乃至規制jに用いられる.
会社の直接目的l士勿論火災発生による損害の境補にあ
るが』その他目的として火災警防地設の充実が挙げら
れ多数の見張所を建設して森林保護を促進せしめた・
個人所有たると町村有たると郡有たるとを問ばずす
べての森林所有者が加入資格を与えられている.但し
公有乃至国有林l主題宜除外される.会社に対ずる森林
所有者の極めて強力な支持と火災警防機構の発展によ
って，民汎にして効果的なしかも低コストの保険制度
が完成ナるに至った.
会祉は未だ商品価値を有していない稚樹や幼令木の
損害を填補する.立木中或る大ぎ3の限界直径以下の
もののみがその全価格に対して保険をつけらるべきで
ある.なんとなれば一般にノールウエーに於ては限界
直径以ヒの大径木の価格が火災によって全面的に影響
せられるようなことはなく，枯死はしても樹幹の被害
小なる場合多くして焼損木の利用が充分に可能である
からである.即ち限界i直径以上のものにあっては火災
後の会計上の損失さして大ならず保険目的としての取
扱いが容易でない.
限界直径以下の小径木や税関のみの場合は火災によ
って林木はすべて焼失し全損となる.此の場合保険金
額は該林木の全実有価格に対応して決定され狽害虞補
額ば保険金額と等しくなるであろう.但し一定の限界
(15頁え続く)
